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市政ひろば

犯
罪
や
非
行
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て

4
広報 

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
予
想

動
画
を
追
加
（
阿
万
、
沼
島
、
松
帆
、
湊
）

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
ほ
ど
、
高
野
洋
子
さ
ん

（
大
阪
府
在
住
）
か
ら
、「
直
原
玉

青
善
縁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅱ
〜
高

野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
〜
」
の
開

高た

か

の野
さ
ん
か
ら
玉
青
館
へ
絵
画
等
を
寄
贈

　

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
一
台
が
寄
贈
さ
れ
、
十
二
月

二
十
六
日
、
沼
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
学
校
や
公
民
館
な
ど

公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
沼
島
地
区
に
は
初

の
配
備
に
な
り
ま
す
。

▲佃福祉課長からAEDを受け取る島津会長（右）

　

こ
の
日
、
佃
南
あ
わ
じ
市
福
祉

課
長
か
ら
島
津
弘
沼
島
自
治
会
長

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
手
渡
さ
れ
、
市
職
員

が
操
作
方
法
な
ど
を
説
明
。

　

ま
た
、
同
地
区
で
は
一
月

二
十
二
日
に
、
各
種
団
体
か
ら
約

四
十
人
が
参
加
し
て
、
救
命
講
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

河か
わ
へ
い
か
い

平
会
か
ら
南
あ
わ
じ
市
へ
寄
付
金

沼
島
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
初
配
備　

 

日
赤
県
支
部
か
ら
寄
贈

　

十
二
月
十
七
日
、
淡
路
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
河
平
会
（
河

野
佳
史
代
表
）
か
ら
南
あ
わ
じ
市

へ
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
十
二
月
九
日
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
な
ど
を
招

い
て
行
っ
た
野
球
教
室
の
と
き
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
実
施
。
集
ま
っ

た
金
額
を
、
島
内
三
市
に
分
け
て

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
社
会
体
育
備
品

購
入
な
ど
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

催
を
記
念
し
て
、
直
原
画
伯
が
慶

野
松
原
を
描
い
た
「
島
小
春
慶
野

松
原
図
」
の
掛
軸
を
は
じ
め
、
絵

付
け
を
し
た
大
皿
、
唐と

う
し
ょ
う
だ
い
じ

招
提
寺
の

団う
ち
わ扇

巻
き
の
際
に
飾
ら
れ
た
団
扇

▲直原玉青画「島小春慶野松原図」

沼島漁港に押し寄せる
津波。この後、あたり
一帯は波に包まれる

　

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
で
、
兵
庫

県
で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
と
さ

れ
る
南
あ
わ
じ
市
各
地
の
三
次
元
動

画
を
、
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
阿
万
地
区
、
沼
島
地

区
、
松
帆
・
湊
地
区
が
新
た
に
加
わ

り
、
既
存
の
福
良
地
区
と
合
わ
せ
て

４
地
区
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
次
元
動
画
は
、
兵
庫
県
津

波
災
害
研
究
会
が
調
査
し
た
津
波

浸
水
調
査
結
果
を
動
画
に
し
た
も
の

で
、
安
政
南
海
地
震
（
１
８
５
４
年
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
）
を
想
定

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
浸
水
状
況
を
地
震
発
生

時
か
ら
の
時
間
経
過
で
表
示
し
、
津

波
の
浸
水
イ
メ
ー
ジ
を
再
現
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
想
定
を
上
回
る
規
模
の
地
震

や
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
浸
水
想
定
地
域
に
隣
接

す
る
地
域
に
も
浸
水
被
害
が
お
よ
ぶ

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

▽
閲
覧
方
法　

南
あ
わ
じ
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
。
メ
ニ
ュ
ー

の
「
防
災
情
報
」
↓
「
災
害
対
策
」

を
順
に
ク
リ
ッ
ク

松帆・湊地区の浸水深をカラーで表示

▲塩屋川を遡上する津波。阿万中西
　集落付近

　

次
の
方
々
か
ら
浄
財
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
中
元
金
太
郎
様
（
大
阪
府
）
か

ら

　

さ
く
ら
苑
を
退
所
さ
れ
、
そ
の

後
亡
く
な
ら
れ
た
坂
東
た
ね
さ
ん

の
供
養
の
た
め
。

◆
沖
俊
作
様
（
福
良
）
か
ら

　

施
設
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
志
知
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら

　

同
校
文
化
発
表
会
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
。

の
い
ず
れ
も
大
変
貴
重
な
美
術
品

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
野
さ
ん
は
、
三
十
数
年
間
も

の
長
き
に
わ
た
り
直
原
画
伯
に
師

事
し
、画
塾
青せ
い
れ
い玲
社
の
機
関
誌「
青

玲
」
の
編
集
を
創
刊
当
初
か
ら
手

が
け
ら
れ
た
高
弟
の
お
一
人
で

す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
高
野
さ
ん

の
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
し
た
も
の
で
、
昨
年
十
一
月
に

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

さ
く
ら
苑
に
寄
付
金

▲高野さん

　

１
月
１
日
付
。（　

）は
旧
所
属
。

市
民
生
活
部
次
長
兼
総
務
部
三
原

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
所
長　

堀
川

雅
清
（
市
民
生
活
部
次
長
）、
総
務

部
付
次
長　

榎
本
芳
史
（
総
務
部

三
原
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
所
長
）

人　
事　
異　
動

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
現
在
、
市

内
各
地
で
下
水
道
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
と
聞
く
と
、
大
半

の
人
は
ト
イ
レ
を
連
想
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
か
ら

の
排
出
汚
水
の
70
％
は
、
洗
剤
等

を
含
ん
だ
台
所
や
風
呂
な
ど
か
ら

の
汚
水
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

市
販
さ
れ

て
い
る
洗
剤

は
、
合
成
洗

剤
が
一
般
的

で
、
水
中
の

バ
ク
テ
リ
ア

な
ど
の
微
生
物
へ
の
毒
性
が
強

く
、
生
態
系
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

水
質
悪
化
が
招
く
悲
劇

　

下
水

道
を
つ

な
げ
て

い
な
い

家
庭
で

は
、

こ

れ
ら
が

川
に
放

流
さ
れ
、

海
に
流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
近
年

赤
潮
の
大
量
発
生

や
青
潮
の
発
生
の

原
因
に
な
り
、
水

質
汚
濁
を
招
く
大

き
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
汚
水
は
地

下
に
も
浸
透
し
て

い
き
、
井
戸
を
汚

染
し
、
飲
み
水
等

に
大
き
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
度
土
質
が
悪
化

す
れ
ば
、
二
度
と

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
身
体
の
70
％
は
水
分
で

す
。
そ
の
生
態
維
持
の
た
め
に
、

一
日
２
リ
ッ
ト
ル
の
量
の
水
を
摂

取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
間
が
生
存
す
る
た
め
に
は
水

の
量
と
質
の
確
保
が
不
可
欠
な
の

で
す
。
水
質
の
悪
化
は
、
自
分
の

首
を
絞
め
る
行
為
な
の
で
す
。
先

祖
か
ら
譲
り
受
け
た
す
ば
ら
し
い

自
然
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
に
早
期
の
接
続
を

　

家
庭
の
汚
水
を
下
水
道
に
接
続

す
る
た
め
に
は
、
大
な
り
小
な
り

建
物
を
含
め
敷
地
内
を
改
造
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
お
い
て
は
、
金
銭
面
を

含
め
大
変
な
こ
と
で
す
。
南
あ
わ

じ
市
で
は
、
で
き
る
だ
け
家
庭
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
下
水
道

の
供
用
開
始
後
２
年
以
内
に
下
水

道
に
接
続
さ
れ
る
家
庭
に
対
し
、

早
期
接
続
者
奨
励
金
制
度
や
、
水

洗
便
所
改
造
等
資
金
の
利
子
補
給

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、
市

が
指
定
し
た
排
水
設
備
工
事
指
定

工
事
店
に
見
積
等
を
と
っ
て
い
た

だ
き
、工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

環
境
破
壊
を
続
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

下
水
道
の
早
期
接
続
を

１人が１日に排出する汚水の平均量（g）

▲洗剤等で汚染された川（市内）

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
作
ろ
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
保

護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
ら
で

組
織
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
南
あ
わ
じ
市
実
行
委
員
会

が
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
作
文

を
昨
年
七
月
に
募
集
。
市
内
か
ら

四
百
点
近
く
の
作
品
が
集
ま
り
、

こ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
表
彰
式
と
発
表

会
が
一
月
二
十
日
、
西
淡
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
文
発
表
で
は
、ど
の
作
文
も
、

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
気
持
ち
が

こ
も
っ
た
力
作
ば
か
り
で
、
朗
読

後
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
参
加
者

か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。（
11
頁
に
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
） ▲作文を読む中学生の部最優秀賞の山本さん




